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Abstract

Thisstudyconcernedpsychologicalchangesonpracticeandgame.Concretely,asthem,Ifocusonanxietyand
tension.Thisstudy’sparticipantsare388lacrosseplayers(185boysand203girls).
First,theywereaskediftheyfeltanxiety(ortension)inapractice(orgame).Secondly,theywereaskedindications
ofanxietyandtension.5scalesaboutthemweremadeonthebasisoffactoranalysis.Theyare① somaticanxiety,
② stateanxietyaboutpersonalrelations,③ stateanxietyaboutsurroundings,④ skillofmood-control,⑤ reduction
byarelay,⑥ mood-controlbyexchangebetweenteam-mate.Thefactorstructuresbetweenpracticeandgamewere
almostsame.Therearepluscorrelationbetweenthem,butscalesofgamewerehigherscroesthanthemofpractice,
comparedcorrespondingscalebetweenthem.
Onfirstandsecondanalysis(especially,somaticanxietyandstateanxietyaboutpersonalrelation),following
propertyfelthigheranxietyandtensionthanother:grils,shortexperience,andgame.
Thirdly,participantsweredividedinto3clustersusingtwo-stepclusteranalysis.3clusterswere①theclusterwhich
theydon’tfeelanxietyandtensionatpracticeandgameverymuch,②mediumclusterbetween①and③,③thecluster
whichtheyfeelanxietyandtensionatpracticeandgame.Manyboysandlongexperienceplayerswerecluster①,many
girlsandexperienceplayersarecluter③.
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Ⅰ.問 題

スポーツにおいて，ある程度以上の成績を上げるた

めには，「心・技・体」の３つの要素のバランスが重要

である．しかし，実際の練習場面において中心となる

のは，技術，体力の側面であることが多く，メンタル

トレーニングの重要性は指摘されているが，普段の練

習の中で定着しているとは言い難い状況である．

実際には，メンタルトレーニングの必要性は，かな

り古くから言われ，研究が行われてきている．岩田・

石川（2003）によれば，日本のトップアスリーツの精

神面に関して，国としての研究と実践は，ローマオリ

ンピック（1960）の頃から始まった．それは，次の1964

年の東京オリンピックに向けてということが大きい．

しかし，この研究プロジェクトは継続されることはな

かったという．

海外では，1984年のロサンゼルスオリンピックにお

いて，メンタルトレーニングを積んだ欧米各国のトッ

プアスリーツが大きな成果を上げたことが注目された

（岩田・石川，2003）．

歴史的経過を見れば，日本においても，メンタルト

レーニングへの注目が始まった時期は，欧米各国と比

較してそれほど遅いわけではない．しかし，一時期，

日本において停滞していたことは事実である．前述の

ロサンゼルスオリンピックの際には，日本人選手の本

番での弱さが指摘され，心理面の強化の必要性が言わ

れた（岩田・石川，2003）．しかし，最近になって，大

きな大会でも，実力を発揮できるトップアスリーツが

続々と登場してきたことで，メンタル面での強さが指

摘されるようになり，心理面の重要性が注目されるよ

うになってきている．

これらのことから，スポーツにおいて，持てる実力

を発揮するために，心理的な充実が欠かせないことは

言うまでもないだろう．では，スポーツにおいて，心
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理的問題は，どのように扱われてきたのだろうか．１

つの視点としては，試合時における心理状態のパ

フォーマンスへの影響についての研究が えられる．

それは，どのような心理状態で望めば，本来の実力が

発揮できるのかというメンタルトレーニングにもつな

がる問題である．

市村（1993）によれば，スポーツの試合や試合前に

緊張を感じたり，イライラしたり，ときには下痢を起

こしたりする状態を「スポーツ不安」(sportanxiety）

と言う．具体的には，スポーツ不安を研究対象とする

とき，①緊張する，神経質になる，といった精神的覚

醒状態，②心配，懸念などの不愉快な思 ，③覚醒に

伴う生理的変化という，３つの側面から検討がなされ

ることが多い（Spielberger,1989)．

さて，ここまで，不安や緊張という言葉を全く定義

せずに用いてきた．市村（1993）は，不安の結果，生

起する選手の内面の変化（反応）を「興奮」と呼んだ

り，「緊張」と呼ぶと言いながらも，その著書の中で，

言葉をどれか１つに統一することなく，文脈に応じて

言葉を選んで使っている．また，類似の言葉に「あが

り」がある．市村（1965）は，スポーツにおける「あ

がり」について，因子分析を用い，①自律神経系の緊

張の因子，②心的緊張の低下の因子，③運動技能の混

乱の因子，④不安感情の因子，⑤劣等感の因子という

５つの因子を導いている．これは，前述のSpielberger

（1989）によるスポーツ不安の三領域を細分化したもの

だということができる．さらに，市村（1986）は，ス

ポーツにおけるあがりの心理・生理学的症候について

の２次元モデルを提唱している．このモデルは，それ

まで交感神経優位の反応と言われてきた心因的な生理

的変化だけではなく，副交感神経が優位であるタイプ

が存在することを明らかにしている．

また，一般的に，不安には，状況不安（stateanxiety）

と特性不安（traitanxiety）があると言われている

（Cattell,R.B.,1965）．

状況不安とは，刺激や自分のおかれた場面に対する

反応として生じる心配や憂慮などの一過性の変化しや

すい情緒的状態であり，自律神経系の興奮を伴う．こ

の状況不安には，２種類あると言われている．１つは，

認知的不安（cognitiveanxiety）と呼ばれるものであ

る．パフォーマンスに対する否定的な期待，例えば，

うまくいかないのではないかといったマイナスの自己

評価に関係する不安であり，不快な感情を伴うもので

ある．もう１つは，身体不安（somaticanxiety）と呼

ばれるものである．これは，自律神経系の興奮によっ

て引き起こされる脈拍や呼吸数の増加や筋緊張などの

生理的情緒的な反応である．杉原（1997）によれば，

身体不安は，試合直前に急激に増大するが，認知的不

安は試合前数日の間ほとんど変化しない．

それに対して，特性不安は，ある刺激や自分のおか

れた場面を有害であるとか驚異であると認知しやすい

傾向で，驚異の認知を通して状況不安を引き起こす．

つまり，特性不安は，個人の持つ比較的安定した特徴，

即ち性格であると えられている．

これらのことから，不安・緊張の概念は，明確に区

分するのは困難である．しかし，不安は，状況を予想

することによって生じる不快な気分であり，緊張は，

生理的変化に伴う認知であると えられる．つまり，

不安は，Cattell（1965）の言う状況不安に近い概念で

あり，緊張は身体不安に近い概念であると定義するこ

とができる．本研究では，練習時と試合時の心理的変

化を比較することによって，その実体を捉えることを

第１の目的とする．不安や緊張の感じ方は，競技によっ

ても異なるだろう．例えば，個人競技と団体競技では

大きく異なるはずである．そこで，本研究は，団体競

技であるラクロスという１つの競技に絞ることによっ

て，競技による特性を統制し，検討することとする．

市村（1993）は，スポーツの階層構造によって，スポー

ツ種目を分類する方法を示している．それによると，

本研究で扱うラクロスは，「チーム」→「相互関係」→

「直接」という分類にあたる．つまり，ラクロスは，チー

ムで行うスポーツの中では，相手チームのメンバーと

直接相対する種目であるということができる．そのよ

うなスポーツにおいては，個人的な要因だけでなく，

対人的なことから心理的変化の生じる可能性がある．

よって，このようなタイプのスポーツは，かなり複雑

な心理的要因がパフォーマンスに影響するだろう．ま

た，Cattel（1965）の言うように，不安・緊張に下位分

類が存在するのかどうかを因子分析によって明らかに

し，その下位分類ごとに経験年数，性差の検討を行う．

第２に，どのような者が心理的変化が大きいのかに

ついて捉えることを目的とする．例えば，練習時の時

にも，何らかの心理的変化を感じる者は，特性不安，

つまり，その個人が元々持っているパーソナリティ特

性として不安が強いと捉えることができると思われ

る．それに対して，試合時における心理的変化は，状

況不安としての意味合いが強いと思われる．本研究に

おいてその実態を捉えることは，今後メンタルトレー
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ニングを える上で，基礎的な検討課題であると思わ

れる．また，こういった不安や緊張は，個人のどのよ

うな属性が関係するのであろうか．このことに関して，

本研究では，性，競技に対する経験年数，競技レベル

を取り上げ，不安・緊張との関係を検討する．

第３に，心理的変化における個人差の存在を明らか

にする．心理的変化を感じやすいタイプと，そうでな

いタイプが存在すると思われる．そのタイプには，第

２の目的と同様に，性，経験年数，競技レベルによっ

て特徴があるのかどうかを検討する．

Ⅱ.方 法

１.調査期間

平成13年６月から10月にかけてである．

２.対 象 者

関東の大学19校のラクロス選手で，大学１年から４

年までの男性185名，女性203名の計388名であった．経

験年数は，１年から７年までで平 経験年数は3.06年

であった．経験年数に関しては，５年以上の者をリカ

テゴリー化し，分析に用いた．

関東のラクロスのリーグは，男子が３部，女子が４

部のブロックで構成されている．本研究では，競技レ

ベルでの分析を行うことも 慮して，最上位と最下位

のブロックの学生を調査対象とした．

３.調査方法

質問ごとに，約10cmの線分を用意し，中点０の区切

りを入れ，その間のどこかに×印をつけてもらう形と

した．中点からの距離を測定し，各項目に対する値と

した．

４.調査項目

市村（1965）などを参 に，心理的変化に関する具

体的症状を示す項目を作成した．また，清水・今栄

（1981）によるSTAI日本語版，鈴木・山口・根建（1997）

による早稲田シャイネス尺度も参照し，スポーツ場面

に適切と思われる項目を抽出し用いた．具体的な質問

項目は，因子分析の結果を示したTable２，３の通り

である．

５.分析方法

分析には，統計パッケージSPSS11.5を用いた．

第１に，「不安・緊張」とした時，対象者が練習時・

試合時のそれぞれにおいてどの程度感じるかについ

て，性と経験年数による差について明らかにすること

を試みた．

第２に，具体的な心理的変化について，Cattell

（1965）の言うような「不安・緊張」を主とした心理的

変化についての下位分類が存在するのかどうか，因子

分析を用いて，その構造を明らかにする．そして，そ

れらが個人の属性（性，経験年数，競技レベル）によっ

て異なるのかどうか，因子を尺度化し，その尺度を従

属変数とした分散分析を行う．

第３に，心理的変化の個人差について，クラスタ分

析を用いて，いくつかのタイプに分類する．そして，

それぞれのタイプがどのような属性を持つ者に多いの

かを明らかにする．

Ⅲ.結果及び 察

１.練習時・試合時における心理的変化

「不安を感じるか」という聞き方をした場合につい

て，性と経験年数の２×５の二元配置分散分析を行っ

た．練習時について（Figure1），性の主効果（F＝5.872,

df＝１,p＜.05），経験年数の主効果（F＝5.221,df＝

４,p＜.01）が有意であった．即ち，１年目では，女

子の方が不安の程度が高く，男女とも経験数が長くな

るに従って，その程度が減少する傾向が見られた．

試合時については（Figure2），性の主効果（F＝

7.115,df＝１,p＜.01），経験の主効果（F＝4.048,

df＝４,p＜.01）が有意であった．男女とも，経験年

数を経ることに「不安」についての尺度得点は減少す

る傾向があった．そして，５年目以上を除いて，その

得点は常に女子の方が高かった．

「緊張を感じるか」という聞き方をした場合につい

Figure1 練習時における不安の程度
縦軸は，０から正の方向に離れるに従って，その傾向が強
いことを示す．Figure2～4も同様である．
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て，性と経験年数の２×５の二元配置分散分析を行っ

たところ，練習時において，性の主効果（F＝4.674,

df＝１,p＜.05），経験年数の主効果（F＝2.500,df＝

４,p＜.05）が有意であった．即ち，交互作用は有意

でないものの，１年目においては，男女とも，ある程

度の緊張を感じているものの，男子は２年目以降あま

り緊張を感じなくなり，それ以後横ばい傾向があるの

に対して，女子は，２年目でもある程度の緊張を感じ

る傾向が見られ，それ以後横ばい傾向が見られた（Fig-

ure3）．

試合時についても同様に分析を行ったところ（Fig-

ure4），性の主効果（F＝6.265,df＝１,p＜.01)，経

験の主効果（F＝5.617,df＝４,p＜.01）が有意で

あった．即ち，男女とも経験年数を経るに従って，尺

度得点の減少する傾向が見られた．

これらのことから，不安・緊張とも，経験年数が増

すに従って，その程度は減少する傾向が見られると言

える．特に，不安は，練習時でも，交互作用は有意で

ないものの，女子の１年目を除いてほとんど感じられ

なくなっている傾向が見られた．

これらの項目について，不安・緊張を感じる者の割

合を検討するために，それぞれの項目について，中点

より右側に印を付けた者の割合を算出した（Table1）．

４項目全てにおいて，男女とも経験年数が増すにつれ

て，割合が減少する傾向が見られた．また，男女で比

較すると，女子の方が割合の高い傾向が見られた．練

習時と試合時で比較すると，試合時で不安・緊張を感

じる者の割合が高かった．特に，試合時の緊張につい

ては，経験年数が５年以上になっても男女とも７割以

上の者が感じるという結果が見られた．

ここまでの分析結果を概観すると，不安・緊張の程

度は経験年数とともに減少するが，全く感じなくなる

というわけではないということが言える．

２.練習時・試合時における心理的変化の具体

的症状

では，不安・緊張とはどのようなことから感じるの

であろうか．練習時と試合時における心理的変化に関

する項目について，別々に，主因子法，バリマックス

回転による因子分析を行った．その結果，練習時にお

いては（Table2），固有値１以上で７因子が抽出され，

その累積寄与率は51.37％であった．試合時においては

Figure2 試合時における不安の程度

Figure3 練習時における緊張の程度

Figure4 試合時における緊張の程度

Table1 不安・緊張を感じる者の割合（％)
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Table2 練習時における心理的変化の因子分析の結果

Table3 試合時における心理的変化の因子分析の結果
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（Table3），固有値１以上で７因子が抽出され，その累

積寄与率は49.8％であった．双方の因子分析の結果を

比較すると，因子構造はほぼ同じであった．そこで，

練習時・試合時の各因子は，双方とも以下のように解

釈された．解釈には，因子負荷量.35を基準とした．

第１因子：身体不安⑴

第２因子：対人的状況不安

第３因子：環境的状況不安

第４因子：気持ちの切り替えのうまさ

第５因子：交代による軽減

第６因子：対人関係による切り替えのうまさ

第７因子：身体不安⑵

これらの因子について，試合時における第１因子は，

「呼吸が乱れ，息苦しくなる」「脈拍が速くなる」とい

う項目の因子負荷量が高い第７因子を含んだものであ

る．また，練習時の第１因子においても，これらの項

目の因子負荷量は，今回基準とした.35には至らない

が，それに近い値を示している．そこで，第１因子と

第７因子は１つにし，全体で６つの尺度を構成した．

それぞれの尺度得点は，尺度に含まれる項目数で割っ

た値とした．

これらの作成した尺度の信頼性を検討するために，

尺度ごとにα係数を算出した（Table4）．練習時・試

合時とも，因子分析における第６因子をもとに作成し

た「気持ちの切り替えのうまさ」尺度のα係数は少々

低いが，それ以外の尺度のα係数は高い値であった

が，全体としては，尺度として意味あるものだと言え

る．

３.練習時と試合時の心理的変化の関連

常識的に えて，練習時と試合時では，不安・緊張

の程度が異なると思われる．当然試合時の方が，不安・

緊張の度合いが高いことは容易に想像がつく．このこ

とを検討するために，練習時・試合時の同じ尺度同士

をペアとして，検討することを試みた．対応する尺度

間の相関係数は，Table5に示した通り，どの尺度間も

かなり高い正の相関が見られた．各尺度間の平 値を

示したものがFigure5である．練習時・試合時の同じ

尺度に対して，対応のあるt検定を行った．交代による

軽減と対人関係による切り替えのうまさ以外の尺度

は，１％水準で有意であった（身体不安：t＝20.714,

df＝377,p＜.01；対人的状況不安：t＝10.167,df＝

381,p＜.01；環境的状況不安：t＝11.230,df＝386,

p＜.01；気持ちの切り替えのうまさ：t＝11.387,

df＝380,p＜.01；交代による軽減：t＝1.127,df＝

385,n.s.；対人関係による切り替えのうまさ：t＝

0.039,df＝385,n.s.）．いずれの場合も，仮説通り，試

合時の値の方が大きかった．

まず，練習時と試合時で尺度得点に差があったもの

からみてみよう．特に，差が大きかったのは，身体不

安である．練習時においては，身体不安，環境的状況

Table4 練習時・試合時の各下位尺度の信頼性係数

Figure5 練習時・試合時の各尺度得点

Table5 練習時・試合時における対応する尺度の相関
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不安の値が負の値を示している．ということは，練習

時には，身体不安や対人的な状況不安はそれほど感じ

られないということである．身体不安については，試

合時においても，練習時より値は小さいものの，負の

値を示している．対象者全体について言えば，身体不

安は，試合時においてもそれほど感じるものではない

と思われる．

対人的状況不安に関しては，練習時より試合時の方

がかなり値が大きかった．対戦相手がその時にどう見

えるかによって不安・緊張状態がかなり変化するとい

うことが言えるだろう．特に，ラクロスは，対戦相手

と直接対峙する競技である．よって，対戦相手をどの

ように意識するかが重要な競技であると言えるだろ

う．そのため，対人的状況不安が重要な意味を持つと

言える．

それに対して，交代による軽減，対人関係による切

り替えのうまさなどは，練習時・試合時の間で有意差

が見られず，どちらにおいても値が高かった．このこ

とは，練習時・試合時とも交代による軽減や，人に話

すことによって不安・緊張は取り除かれやすいという

ことを示している．

４.心理的変化における性・経験年数・レベルに

よる差異

それでは，これらの尺度は，性・経験年数・競技レ

ベルによって，どのように異なるのだろうか．このこ

とについて検討するために，尺度ごとに性×経験年

数×競技レベルの２×５×２の三元配置分散分析を

行った．

まず，練習時における尺度の分散分析の結果につい

てみてみよう（Table6）．

身体不安については，経験年数の主効果（F＝7.493,

df＝４,p＜.01），性と経験年数の交互作用（F＝

4.173,df＝４,p＜.01）が有意であった．即ち，経験

年数が増すほど，尺度得点は減少する傾向が見られた．

そして，１年目では，男子の得点の方が高いが，２年

目以降は女子の方が高い傾向が見られた．

対人的状況不安に関しては，経験年数の主効果（F＝

5.237,df＝４,p＜.01），経験年数と競技レベルの交

互作用（F＝6.048,df＝１,p＜.01），経験年数と性の

交互作用（F＝2.931,df＝４,p＜.05）が見られた．

即ち，経験年数が増すほど，周囲の者に影響を受ける

ことが少なくなる．しかし，前述の傾向は，低い競技

レベルの者には当てはまるが，高い競技レベルの者で

は，経験年数が２，３年目でこの傾向が高かった．ま

た，女子では，経験年数が長いほど，得点が低くなる

傾向が見られたが，男子では，女子ほど，経験年数に

よる違いは見られなかった．

他の尺度に関しては，性，経験年数，競技レベルの

差はみられなかった．

次に，試合時における尺度の分散分析の結果から述

べる．まず，身体不安については，性の主効果（F＝

4.787,df＝１,p＜.05），経験年数の主効果（F＝

5.640,df＝４,p＜.01），性と経験年数の交互作用

（F＝4.259,df＝４,p＜.01）が有意であった．即ち，

男女で比較すると，女子の方が身体不安を感じやすく，

経験年数で比較すると，経験年数が長くなるほど，身

体不安を感じにくくなる傾向が見られた．そして，１

年目では，男子の方が尺度得点が高いが，２年目以降

は女子の方が尺度得点の高い傾向が見られた．

対人的状況不安では，経験年数の主効果（F＝4.921,

df＝４,p＜.01），レベルと性の交互作用（F＝8.175,

df＝１,p＜.01），性と経験年数の交互作用（F＝

2.392,df＝４,p＜.05）が有意であった．即ち，経験

年数が長いほど，尺度得点が減少する傾向があった．

そして，その傾向は，性，競技レベルによって異なる

Table6 特別経験年数別の心理的変化の下位尺度の得点
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ということが言える．性と経験年数との関係では，男

子は経験年数が増すほど尺度得点が減少する傾向が見

られるが，女子では，１年目より２年目の得点の方が

高く，それ以降小さくなる傾向が見られた．

なお，試合時における上記以外の尺度については，

性，経験年数，競技レベルにおける有意差は見られな

かった．

５.心理的変化の個人差：質的分析

練習時・試合時における尺度を用いて，対象者をい

くつかのタイプに分けることを試みた．まず，尺度得

点を用いて，０より大きい者と，０以下に二分するこ

とで，それぞれの尺度の傾向がある者とない者に分類

した．その度数を示したのが，Figure6である．練習

時・試合時とも，半数以上の者が何らかの心理的変化

を感じていて，その割合は，試合時に心理的変化を感

じる者の方が高い．交代による軽減以外は，練習時よ

り試合時で，心理的変化を感じる者の割合が高かった．

特に，身体不安に関しては，練習時で感じる者の割合

は全体の21.6％なのに対して，試合時では46.1％の者

がそれを感じていることになる．試合時においては，

対人的なことで不安・緊張が増長されたり，軽減され

たりすることがわかる．

これらのことから，不安・緊張の感じ方にはいくつ

かのタイプがあることが予測された．このことを検討

するために，TwoStepクラスタという方法を用いた．

これは，いくつかの変数を用いて，データセット内の

自然なグループ(クラスタ)を明らかにすることを目的

として設計された分析方法である．この手法によって，

練習時・試合時のデータを用いて分析した結果，対象

者が３つのクラスタに分類された．Figure7は，クラ

スタごとの尺度得点を示したものである．Figure7か

ら各クラスタの特徴を解釈すると，クラスタ１は，身

体不安や状況不安を練習時・試合時ともあまり感じず，

気持ちの切り替えがうまくできると思っているタイプ

である．クラスタ３は，クラスタ１と対照的なタイプ

で，身体不安や状況不安を感じやすく，気持ちの切り

Figure7 クラスタごとの尺度得点

Figure6 各尺度における現像が起こる者の割合
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替えがあまりうまくないと思っているタイプである．

そして，クラスタ２は，２つのクラスタの中間的なタ

イプである．

これら３つのクラスタにおいて，クラスタ１の割合

が最も高く，全体の42.8％を占めた．クラスタ２が

29.1％，クラスタ３が28.1％であった．

では，それらのクラスタに属する者がどのような属

性を持っているのであろうか．まず，性別について

（Figure8），男子では，クラスタ１に属する者の割合が

53.0％と半数以上を占め，その割合は女子と比較して

有意に高かった(χ＝15.226,df＝２,p＜.01）．男子

では，クラスタ２が32.5％で次に多いのに対して，女

子ではクラスタ３が38.7％で２番目に多かった．

競技レベルにおいて（Figure9）も，クラスタ構成に

有意差が見られた（χ＝10.225,df＝２,p＜.01）．ク

ラスタ１は，競技レベルの高低に関係し，高いレベル

ではクラスタ１，２の割合が大きいのに対して，低い

レベルでは，クラスタ３のレベルの占める割合が大き

かった．

経験年数についてみると（Figure10），やはり有意差

が見られた（χ＝10.225,df＝２,p＜.01）．クラスタ

１は，経験年数が高くなるに従って，ほぼ増加する傾

向があるが，クラスタ２と３の割合は，経験年数が増

すにつれて減少する傾向が見られた．

以上のクラスタ分析の結果からも，男女では女子の

方が，経験年数では少ない者の方が，競技レベルでは

低い者の方が，練習時と試合時では試合時の方が，不

安・緊張を感じやすい傾向が見られた．

Ⅳ.結 論

本研究は，ラクロス選手を対象に，練習時と試合時

における心理的変化について検討を行った．ここで，

心理的変化として，特に不安・緊張を取り上げた．こ

のことについて，練習時と試合時を比較すると，試合

時の方が不安・緊張の程度は高いが，練習時にも不安・

緊張を感じている者がいるということが明らかになっ

た．それは，経験年数で言えば，より少ない者の方が，

男女で言えば，女子の方が不安・緊張を感じやすい傾

向が見られた．

心理的変化について，より具体的な検討を行うため

に因子分析の結果から，①身体不安，②対人的状況不

安，③環境的状況不安，④気持ちの切り替えのうまさ，

⑤交代による軽減，⑥対人関係による切り替え，とい

う尺度を構成した．これらの尺度は，Cattell（1965）

の言う状況不安と特性不安，市村（1993）の言う「ス

ポーツ不安」の概念とほぼ対応したものであるものと

思われた．

この尺度に関して，練習時と試合時の因子構成はほ

ぼ同じであり，練習時と試合時で対応する尺度間では，

かなり強い正の相関が見られ，各尺度得点が試合時の

方が高い傾向があった．

この尺度のいくつかの下位尺度では，性差が見られ，

全般的に女子の方が不安・緊張を感じやすい傾向が見

られた．また，経験年数が増すにつれて，不安・緊張

は軽減される傾向があり，その傾向は練習時で顕著で

あった．それに対して，試合時においては，どんなに

年数がたっても，何らかの心理的変化を感じることが

多いと思われた．本研究では，経験年数がスポーツに

おける練習時と試合時の心理的変化の鍵となるという

Figure8 性別による各クラスタの割合

Figure9 競技レベルごとの各クラスタの割合

Figure10 経験年数ごとの各クラスタの割合
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ことが明らかになった．

それに対して，競技レベルの違いによっては，心理

的変化の差異はほとんど見いだせなかった．たとえ，

競技レベルが高くても，不安・緊張を感じる者は存在

していた．競技レベルは，ラクロスが団体競技であり，

チーム全体のレベルで決まるため，今回の研究では差

が見られにくかった可能性がある．

また，測定方法として，本研究では，練習時・試合

時を想起してもらい回答してもらった．しかし，より

詳細な検討をするためには，実際の練習前，試合直前

に回答してもらう必要があるだろう．

さらに，スポーツにおける練習時・試合時の心理状

態は，個人がもともと持っているパーソナリティとの

関連があるだろう．つまり，Cattell（1965）の言うと

ころの特性不安の側面も合わせて検討する必要がある

だろう．このことは，本研究では，練習時の不安・緊

張についての捉え方が特性不安に近いと えた．試合

時と比べて，練習時は，個人にとってより通常時に近

い状態である．練習時において不安・緊張の強い者は，

スポーツ以外の場面でも不安・緊張が強い傾向，即ち，

個人のパーソナリティ特性を示していると思われる．

これらのことを明らかにするために，本研究では，ク

ラスタ分析を用いて個人差を明らかにしようとした．

これにより，心理的変化を感じやすい者とあまり感じ

ない者が存在することを見出すことができた．そして，

心理的変化を感じやすい者は，男子より女子に多く，

経験年数が少ない者に多く，競技レベルの低い者に多

かった．これらのことについて，スポーツ場面から離

れた個人の一般的な傾向をさらに明確に 慮し，検討

する必要があるだろう．
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